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1．背景   

「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」（以下、「化管  

法」という。）に基づく第一種指定化学物質及び第二種指定化学物質の指定については、以下の法  

律の基本的考え方に基づき、平成12年2月の関係審議会答申（「特定化学物質の環境への排出量  

の把握等及び管理の改善の促進に関する法律に基づく第一種指定化学物質及び第二種指定化学物  

質の指定について（答申）（平成12年2月）」、以下、「前回答申」という。）で具体的な選定基準  

が定められ、それに従って物質選定が行われている。   

PRTR（化学物質排出・移動量届出制度：Po1111tantReleaseandTranS鎚rRegister）及  

びMSDS（化学物質等安全データシート：MaterialSafetyDataSheet）の対象化学物質  

となるのが「第一種指定化学物質」であり、法においては、  

① 当該化学物質が人の健康を損なうおそれ又は動植物の生息若しくは生育に支障を及ぼ   

すおそれがあるもの、  

② 当該化学物質の自然的作用による化学的変化により容易に生成する化学物質が①に該   

当するもの、  

③ 当該化学物質がオゾン層を破壊し、太陽紫外放射の地表に到達する量を増加させるこ  

とにより人の健康を損なうおそれがあるもの、  

のいずれかに該当し、かつ、  

④ その有する物理的化学的性状、その製造、輸入、使用又は生成の状況等からみて、相   

当広範な地域の環境において当該化学物質が継続して存すると認められる化学物質  

で政令で定めるものとされている（法第2条第2項）。   

また、MSDSのみの対象となる「第二種指定化学物質」は、上の①から③のいずれかに  

該当し、かつ、  

④’その有する物理的化学的性状からみて、その製造量、輸入量又は使用量の増加等によ   

り、相当広範な地域の環境において当該化学物質が継続して存することとなることが   

見込まれる化学物質  

で政令で定めるものとされている（法第2条第3項）。   

具体的には、政令において、PRTR制度及びMSDS制度の対象となる第一種指定化学物質とし  

て354物質、そのうち人に対する発がん性があると判断された特定第一種指定化学物質として  

12物質、MSDS制度のみ対象となる第二種指定化学物質として81物質が指定されている（化  

管法施行令第1条別表第一及び第2条別表第二）。   

平成19年8月の「中央環境審議会環境保健部会化学物質環境対策小委員会、産業構造審議会  

化学・バイオ部会化学物質政策基本間感小委員会化学物質管理制度検討ワーキンググループ合同  

会合中間とりまとめ」においては、化管法対象物質について、以下の観点から見直しを実施すべ  

きとされた。   



一方、化学物質の製造、輸入、使用の実態は常に変動しており、また、有害性等に関す  

る新たな知見も得られてきていることから、これらの指定化学物質については、法施行後  

の化学物質の製造、輸入又は使用の動向や一般環境中での検出状況、新たな有害性情報の  

蓄積等を勘案し、現行の指定化学物質の選定基準を踏まえて物質指定の見直しを実施すべ  

きである。また、その際、5年間のPRTR制度に基づく各物質の届出や推計の状況、環  

境リスク評価の結果等についても考慮することが必要である。   

なお、化管法における物質指定の基準については、化学物質管理を巡る国際的な状況を  

踏まえつつ、化学品の分類及び表示に関する世界表示システム（The Globally  

HarmonizedSystemofClassi£cationandLabellmgofChemicals：GHS）との整合化  

を目指すべきである。また、特定第一種指定化学物質については、現行では、人に対する  

発がん性があると判断された物質を指定しているが、GHSとの整合性を踏まえ、新たな  

エンドポイントの追加（例えば、ヒト生殖細胞に対する変異原性や人に対する生殖毒性）  

を検討すべきである。   

さらに、．今後とも、化学物質の製造、輸入又は使用の動向や一般環境中での検出状況、  

新たな有害性情報の蓄積等を勘案し、必要に応じて指定化学物質の見直しを行うべきであ  

る。  

2．化管法対象物質見直しの考え方   

上述の背景を踏まえ、化管法対象物質の見直しを進める必要がある。   

基本的な考え方として、現行の指定化学物質の選定基準を尊重しつつ、化学物質の有害性に関  

する新たな知見やGHSに関する国連勧告等、PRTR制度の運用開始後の国内外の状況変化を踏  

まえ、有害性、ばく露それぞれの観点から必要に応じた見直しを行うこととする。   

具体的には、以下の考え方により物質の再選定を行う。  

＜有害性の判断基準＞   

現行の選定の考え方では、有害性の判断に係る項目として、評価手法が確立して一定のデー  

タの蓄積のある項目としており、1．発がん性、2∴変異原性、3．経口慢性毒性、4．吸入慢  

性毒性、5．作業環境許容濃度から得られる吸入慢性毒性、6．生殖発生毒性、7．感作性、  

8．生態毒性、9．オゾン層破壊物質、を対象項目として選定し、各項目についてPRTR及び  

MSDS対象化学物質の具体的な選定基準を設定している。   

現時点においても、評価手法の確立及びデータ蓄積の観点からは、上記の9項目を選定する  

ことが妥当と考えられる。また、今回の見直しにおいては、有害性の項目及び具体的な遥定基  

準は、現行のものを引き続き採用することとする。なお、GHSとの整合化の推進に関しては、  

今後、国内外の関係制度との連携を図りながら検討を進めることとする。  
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＜特定第一種指定化学物質＞   

前回答申では、有害性ランクで発がん性クラス1の物質を、特に重篤な障害をもたらす物質  

として特定第一種指定化学物質に指定している。GHSでは、発がん性、生殖細胞変異原性及び  

生殖毒性等について、 混合物の分類における製品中の対象物質の限界濃度を通常の1％から  

0．1％に切り下げることにより、これらの有害性に対応した管理を強化していることにかんがみ、  

今回の選定においては、以下のカテゴリーの物質を特定第一種指定化学物質の対象とする。  

発がん性  人に対して発がん性あり（現行基準：クラス1、GHS：区分1A）  

（現行対象と同様）  

生殖細胞変異原性 ヒト生殖細胞に遺伝的突然変異を誘発する（GHS：区分1A）  

生殖発生毒性  人の生殖能力を害する又は人に対する発生毒性を引き起こす（現行基準：ク  

ラス1、GHS：区分1A）  

＜有害性の情報源＞   

化管法対象物質を選定するための有害性データに関する情報源について、最新の科学的知見  

を踏まえた情報源に更新する。   

具体的には、別表1のとおり、前回答申において用いられた情報源に加えて、GHS危険有害  

性分類事業（厚生労働省、経済産業省、環境省：平成18年2月～平成19年2月公表）にお  

いて用いられた情報源を用いることとする。このうち、前回答申において用いられた情報源及  

びGHS危険有害性分類事業におけるPri0rity－1情報源の中から試験条件等の信頼性を確認で  

きたものを優先順位1の情報源として用いることとし、当該情報源から情報が得られなかった  

場合、GHS危険有害性分類事業におけるPrior和一2情報源の情報を収集し、上述のデータと同  

等の試験条件等の信頼性を確認できたものを用いることとする。また、優先順位1の情報源の  

うち、①発がん性におけるIARC評価、②経口慢性毒性におけるWHO水道水質ガイドライン、  

EPA水質クライテリア及び日本の水質汚濁にかかる環境基準値と要監視項目指針値、③吸入慢  

性毒性におけるWHO欧州地域事務局大気質ガイドライン及び日本の大気汚染に係る環境基準  

値については、前回答申と同様の優先的な取扱いを行うこととする。  

＜環境での存在に関する判断基準＞   

現行基準では、第一種指定化学物質については、1年間の製造輸入量が一定量（100トン、  

農薬及び特定第一種指定化学物質については10トン、オゾン層破壊物質については累積製造  

輸入量が10トン）以上のもの又は一般環境中で最近10年間に複数地域から検出されたもの  

であって現時点で製造・輸入等の取扱いがないことが明らかであるものを除いたものを対象と  

している。 また、第二種指定化学物質については、1年間の製造輸入量が1トン以上のもの又  

は一般環境中で最近10年間に1地域から検出されたものとしている。   

化管法施行後5年間（平成13年度～17年度）のPRTR届出・推計結果を見ると、PRTR  

対象物質354物質のうち、PRTR届出排出・移動量が0であった物質は22物質（6．2％）  

であり、PRTR届出排出・移動量及び届出外排出量が0であった物質は10物質（2．8％）  

であり、例外的な物質を除き、環境への排出実態があることが明らかになった。このため、環  

境中での存在に関する判断基準としては、現行の基準を引き続き採用することとし、データに  

ついては、直近のものを用いた評価を行うこととする。  
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なお、現行の第一種指定化学物質については、環境での存在に関する情報として、製造輸入  

量及び一般環境中での検出に加えてPRTRに基づく排出・移動実績についても考慮することも  

場合によっては必要である。すなわち、現行第一種指定化学物質のうち、①1年間の製造輸入  

量が一定量以上及び②最近10年間での一般環境中複数地点の検出のいずれの条件も満たさな  

くなったものであっても、PRTRに基づく届出・推計実績がある場合には、初期リスク評価等  

におけるリスクの懸念等を踏まえ、引き続き第一種指定化学物質として残すこととする。  

＜物質選定＞   

上記の考え方に基づき、有害性の判断基準と環境での存在に関する判断基準をともに満たす  

別表2（第一種指定化学物質及び特定第一種指定化学物質）、3（第二種指定化学物質）に示す  

物質を、新たな化管法対象物質として選定することが適当である。  

3．今後の課題   

今回、化管法対象から除外される現行対象物質のうち、環境での布在（製造・輸入量又は一般  

環境中での検出）にかかる判断基準を満たさなくなったものについても、有害性の観点からは引  

き続き注意を要する物質であり、除外に伴う製造量等の増加の可能性もある。このため、このよ  

うな物質については、引き続き、製造・輸入状況の把握や一般環境中での存在の監視に努める必  

要がある。さらに、このような物質については、事業者による自主的な取組として、今後ともMSDS  

の提供を継続することが望まれる。   

今回の対象物質見直しにおいては、対象除外物質の確認の際、初期リスク評価の結果を部分的  

に用いることとしたが、次回の見直しにおいては、今後の評価作業の進展に応じて、初期リスク  

評価の結果のより一層の活用を検討することとする。また、次回の見直しにおいては、物質選定  

基準とGHSとの一層の整合化を目指すとともに、付随的生成物の選定に向けた排出量把握方法  

の確立などの課題に引き続き取り組む必要がある。  
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別表1  

有害性情報の収集・整理のための情報源  

エンド  

今回の対象物質選定  
ボイン  GIiS危険有害性分類事業の情報源  

に用いた情報源   
ト   

WliO    International  Priority－1   【優先順位1】  

Agency fbr Research on  （財）化学物質評価研究機構  「前回答申の情報源」  

Cancer（IARC：国際がん研  （CERI） 「化学物質安全性（ハザ  

究機関）   
ード）データ集」  

米国EPA（米国環境保護庁）  CERI・（独）製品評価技術基盤機構  

EuropeanUnion（欧州連  （MTE）：「化学物質有害性評価書」  

合）   NITE：「化学物質の初期リスク評価  
発がん  

National   ToxicologlCal  書」  
性  

Program（NTP：米国国家  厚労省試験報告：「化学物質毒性試験  

毒性プログラム）   報告」化学物質点検推進連絡脇議会  

American Confbrence of  環境省：「化学物質の環境リスク評価」  

GovernmentalIndustrial  OECD SIDSInitialAssessment  

HygienistS（ACGIH：米国  Report 

産業衛生専門家会議）   ⅥJHO／IPCS：EHC  

日本産業衛生学会   WHOIIPCS：ConciseInternational  

EU  ChemicalAssessment，Documents   

WHO／IPCS   （CICAD：国際簡潔評価文書）   「前回答申の情報源」  

Environmental   Health  ACGIH：Docu皿entation of the  

「GHS危険有害性分            Crit，eria（EHC：環境保健  t，hresholdlimitvaluesforchemical  

クライテリア）   substances   類事業（当時）の情報  

German  Chemical  ドイ ツ学術振興会（DFG）：  源」のうちPriority－1  

Society－Advisory   OccupationalTbxicants Critical  情報源  

Committee on Existing  Dat．a Evaluation 丘）r MAK Values  

Chemicals  of  andClassi瓜cationofCarcinogens  

Environmental Relevance  EUリスク評価書  【優先順位2】  
変異原  

（BUA）report   カナダ環境省：PrioritySubstance  「GHS危険有害性分  
性  

European Center for  AssessmentrReports   類事業（当時）の情報  

EcotOXicology  and  オ ー スト ラリ ア NICNAS：  源」のうちPriority－2  

Tbxicology of Chemicals  AssessmentReport   情報源  

（ECETOC）   ECETOC  

OECD SIDS（Screening  Patrty’sTbxicology  

Infbrmation Data Set）  WHO：IARC  

InitialAssessmentReport  米国EPA：IRIS  

厚労省試験報告：「化学物質  NTP   
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毒性試験報告」  

厚労省：「労働安全衛生法有  

害性調査制度に基づく既存  

化学物質変異原性試験デー  

タ集」  

日本産業衛生学会：「許容濃度の勧告」  

ATSDR：rn）XicoIogicalProfile  

Priori吋－2  

米国国立労働衛生研究所（MOSH） 

RTECS  

WHO／1PCS：「iCSC カ ー ド  

（InternationalChemicalSafbty  

Cards）」  

EU European Chemicals Bureau  

（ECB） InternationalUniform  

ChemicalInfbrmation DatJabase  

（IUCLID）  

EU第7次修正指令AnnexI（EU分  

類）  

HSDB：Hazardous Substance Data   

Bank  

NewJerseyI）epart皿ent OfHealth  

and Senior Services：Hazardous   

SubstanceFactSheet  

Sittig’sIlandbook of rIbxic and  

Hazardous  Chemicals  and  

Carcino酢nS  

BUA Report 

DreisbachlsHandbookofPoisoning  

WHO飲料水質ガイドライ  

ン  

EPA水質クライテリア  

日本の水質汚濁に係る環境  

基準値と要監視項目指針値  

米国EPA二IntegratedRisk  

ln丘）rmationSystem（IRIS）  

WHO欧州地域事務局大気  

質ガイドライン  

日本の大気汚染に係る環境  

基準値  

ACGIH  

日本産業衛生学会  

登録農薬ADI  

【優先順位1】  

「前回答申の情報源」  

「GHS危険有害性分  

類事業（当時）の情報  

源」のうちPhority－1  

情報源  

「その他」  

日本の水質汚濁に係  

る環境基準値と要監  

視項目指針値、食品安  

全委員会評価書、  

FAO／WHO合同残留  

農薬専門家会議‥  

JointMeeting on  

PesticideResidues  

（JMPR ）、  

FAO／WHO合同食品  

添加物専門家会議：  

Joint  Expert  

Committee on Food  

Additives（JECFA）  

経口慢  

性 毒  

性、吸  

入慢性  

毒性、  

作業環  

境許容  

濃度か  

ら得ら  

れる吸  

入慢性  

毒性  

【優先順位2】  

「GHS危険有害性分  

類事業（当時）の情報  

源」のうちPriority－2  

情報源  

【優先順位1】  

「前回答申の情報源」  

EUリスク警句（EH（∴  

BUA、E（〕ET（h）（〕、SIOS等  

で根拠となるデータがある  

場合）  

－  ●   

生毒性  「GHS危険有害性分   
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類事業（当時）の情報  

源」のうちPriority－1  

情報源  

【優先順位2】  

「GHS危険有害性分  

類事業（当時）の情報  

源」のうちPriority－2  

情報源   

日本産業衛生学会（気道感  【優先順位1】  

作性第1、2群）  「前回答申の情報源」  

ACGIH（EHC、BUA、  

ECETOC、SIDS等で根拠  「GHS危険有害性分  

となるデータがある場合）  類事業（当時）の情報  

EUリスク警句（EHC、  源」のうちPriority・1  

BUA、ECETOC、SIDS等  
感作性  

情報源  

で根拠となるデータがある  

場合）  

【優先順位2】  

「GHS危険有害性分  

類事業（当時）の情報  

源」のうちPriority－2  

情報源   

ECETOC   Priori吋－1   【優先順位1】  

環境省において実施して評  環境省「化学物質の生態影響試験につ  「前回答申の情報源」  

価した生態影響試験報告   いて」  

「GHS危険有害性分        日本において登録されてい  環境省：「化学物質の環境リスク評価」  

る農薬に関する公表デー タ  OECD SIDSInitialAssessment  類事業（当時）の情報  

EUリスク警句（根拠となる  Report   源」のうちPriority－1  

データがある場合）   
生態毒  

WHO／IPCS：EHC  情報源  

性  
WHO／IPCS：CICAD  

EUリスク評価書  

カナダ環境省：PrioritySubstance   【優先順位2】  

AssessmentReports   「GHS危険有害性分  

オ ー ス ト ラリ ア NICNAS：  類事業（当時）の情報  

AssessmentReport   源」のうちPriority－2  

ECETOC：TもchnicalReportシリー  

ズ・TR91（AquaticHazard   
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AssessmentⅢ）☆  

WtiO／FAOPesticideDataSheets  

CERI：「化学物質安全性（ハザード）  

データ集」  

（二ERトNITE：「化学物質有害性評価  

書」  

Priori吋－2  

AQUIRE （Aquatic Toxicity  

ln払rmationRetrieval）  

lISDB  

ECB：ESIS（European Chemical  
SubstanCeSlnfbrmationSystem）、  

IUCLID  

ECB：The N－CLASS Database on   

Environmental  Hazard   

ClassiIication  

BUAReport   





別表2  

第一種指定化学物質及び特定第一種指定化学物質の候補リスト  

番号  qAS番号   物質名   
特定第一種  

指定化学物質   

亜鉛の水溶性化合物  
2  79－06－1   アクリルアミド  
3  140－88－5  アクリル酸エチル  
4  アクリル酸及びその水溶性塩  
5  2439－35－2  アクリル酸ニー（ジメチルアミノ）エチル  
6  818－61－1  アクリル酸ニーヒドロキシエチル  
7  14卜32－2  アクリル酸ノルマルーブテル  
8  13048－33－4  ニアクリル酸ヘキサメテレン  
9  96－33－3   アクリル酸メチル  

10  107－13－1  アクリロニトリル  
皿  107－02－8  アクロレイン  
12  26628－22－8  アジ化ナトリウム  
13  75－07－0   アセトアルデヒド  
14  75－05－8   アセトニトリル  
15  75－86－5   アセトンシアノヒドリン  
16  83－32－9   アセナフテン  
17  78－67－1   二・二′ －アゾビスイソプチロニトリル  

18  90－04－0   オルトーアニシジン  
19  62－53－3   アニリン  
20  82－45－1   －－アミノ一九・十－アントラキノン  

21  141－43－5  ニーアミノエタノール  

22  1698－60－8   
五－アミノー四－クロローニーフ工ニルピリダジン一三（二H）－オン（別名 クロ  

リダゾン）   

五－アミノーーー［二・六－ジクロロー四－（トリフルオロメテル）フエニ  

23  120068－37－3        ル］一三－シアノー四－［（トリフルオロメチル）スルフィニル］ピラゾール  

（別名フィプロニル）   

24  123－30－8  パラーアミノフェノール  
25  591－27－5  メターアミノフェノール  

四－アミノー六－ターシャリープチルー三－メチルチオーー・二・四－トリ  
26  21087－64－9        アジンー五（四H）－オン（別名 メトリブジン）   

27  107－11－9  三－アミノーーープロペン  
四－アミノー三－メチルー六－フエニルーー・二・四－トリアジンー五（四H）一オン  

28  41394－05－2        （別 

29  107－18－6  アリルアルコール  

30  106－92－3  －－アリルオキシーニ・三一エポキシプロパン  

31  
直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（アルキル基の炭素数が  
－○から一四までのもの及びその混合物に限る。）   

32  アンチモン及びその化合物  
33  120－12－7  アントラセン  
34  1332－21－4  石綿   ○   

三－イソシアナトメチル一三・五・五－トリメチルシクロヘキシル＝イソシ  
35  4098－71－9        アネート   

36  78－84－2   イソプチルアルデヒド  
37  78－79－5   イソプレン  
38  80－05－7   四・四′ －イソプロビリデンジフェノール（別名ビスフェノールA）  

39  4162－45－2  ‾ ‾′－［イソプロビリデンビス［（二・六－ジプロモー四・一一フ工ニレ      ン）オキシ11ジエタノール   

40  22224－92－6  N－イソプロピルアミノホスホン酸0一エチルー0－（三－メチルー四－メ      チルチオフェニル）（別名フエナミホス）   
41  149877－41－8  イソブロピル＝ニー（四－メトキシビフェニル一三－イル）ヒドラジノホル      マート（別名 ビフ工ナゼート）   

三′ －イソプロポキシーニートリプルオロメテルベンズアニリド（別名 フ  
42  66332－96－5          ルトラニル）   

43  96－45－7   ーイミダゾリジンチオン  

44  13516－27－3   －「イミノジ（オクタメテレン）1ジグアニジン（別名イミノクタジン）  

45  インジウム及びその化合物  
46  75－08－1   エタンチオール  

エチル＝ニー［四－（六－クロローニーキノキサリニルオキシ）フエノキ  
47  76578－14－8        シ1プロピオナート（別名キザロホップエチル）   

○－エチル＝0－（六－ニトローm－トリル）＝セカンダリープチルホスホ  
48  36335－67－8        ルアミドチ アート（別名ブタミホス）   
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番号一三 十物畢針 
蝉定常こ穣 
指定催学物質  

0一エチル＝○一四－ニトロフエニル＝フェニルホスホノチオアート（別名  
49  2104－64－5        EPN）   

ロピル）一二・六－ジニトロ一三・四－キシリジン（別  
50  40487－42－1   

S－エチル＝ヘキサヒドローーH－アゼピンーーーカルポチオアート（別  
51  2212－67－1  

52  149－57－5  ニーエチルヘキサン酸  
エチル＝（Z）一三－〔N－ベンジルーN－〔〔メチル（－－メチルチオ工チ  

53  83130－01－2        リデンアミノオキシカルポニル）アミノ〕チオ〕アミノ〕プロピオナート（別名  
アラニカルブ）   

54  100－41－4  エチルベンゼン  
○－エチル＝S－－－メチルプロピル＝（ニーオキソ一三－チアゾリジニ  

55  98886－44－3        ル）ホスホノチオアート（別名ホスチアゼート）   

56  151－56－4  エチレンイミン  
57  75－21－8   エチレンオキシド   ○   
58  110－80－5  エチレングリコールモノエチルエーテル  
59  109－86－4  エチレングリコールモノメチルエーテル  
60  107－15－3  エチレンジアミン  
61  60－00－4   エチレンジアミン四酢酸  

62  12427－38－2  N・N′ －エチレンビス（ジチオカルバミン酸）マンガン（別名マンネブ）  

N・N’－エチレンビス（ジチオカルバミン酸）マンガンとN・N′ －エテレ  

63  8018－01－7         ンビス（ジチオカルバミン酸）亜鉛の錯化合物（別名マンコゼブ又はマン  
ゼブ）   

－・－ ′ －エチレンーニ・二′ 一ビビリジニウム＝ジプロミド（別名ジクア  
64  85－00－7  

トジプロミド又はジクワツト）   

ニー（四－エトキシフエニル）－ニーメチルブロピル＝三－フエノキシベン  
65  80844－07－1        ジルエーテル（別名エトフェンブロックス）   

66  106－89－8  エビクロロヒドリン  
67  106一曲－7  ー・ニーエポキシブタン  
68  556－52－5  二・三－エポキシーーープロパノール  
69  75－56－9   ニーエポキシプロパン（別名酸化プロピレン）  

70  122－60－1  二・三tエポキシプロピル＝フエニルエーテル  
71  155569－91－8  工マメクテン安息香酸塩  

72  7705－08－0  塩化第二鉄  

73  85535－84－8   
塩化パラフィン（炭素数が十から十三までのもの及びその混合物に限  

る。）   
74  ‖1－87－5  －－オクタノール  
75  1806－26－4  p－オクチルフェノール  
76  カドミウム及びその化合物   ○   
77  105－60－2   ど一カプロラクタム  
78  156－62－7  カルシウムシアナミド  
79  105－67－9  二・四－キシレノール  
80  576－26－1  ニ・六－キシレノール  
81  キシレン  
82  9ト22－5   キノリン  
83  銀及びその水溶性化合物  
84  98－82－8   クメン  
85  107－22－2  グリオキサール  
86  111－30－8  グルタルアルデヒド  
87  クレゾール  
88  クロム及び三価クロム化合物  
89  六価クロム化合物   ○   

90  クロロアニリン  

91  1912－24－9   
ニークロロー四－エチルアミノー六－イソプロピルアミノーt一三・五－ト  

リアジン（別名アトラジン）   

92  21725－46－2   
ニー（四－ク日日ー六－エチルアミノーーt三・五－トリアジンーニーイ  

ル）アミノーニーメチルプロピオノニトリル（別名シアナジン）   

93  129558－76－5   
四－クロロー三－エチルーーーメチルーN一［四－（パラトリルオキシ）ベ  

ンジル］ピラゾールー五一カルポキサミド（別名トルフ工ンピラド）   
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番号J∴  ノ 物質各 
額垂簾「雇 
指定化学物質   

ニークロローニ′ －エチルーN－（ニーメトキシーーーメチルエチル）－  

94  51218－45－2         六′ －メチルアセトアニリド（別名メトラクロール）   

95  75－01－4   クロロエチレン（別名塩化ビニル）   ○   

96  7085－19－0   
（RS）－ニー（四－クロローオルトートリルオキシ）プロパン酸（別名 メコ  

プロップ）   

三－クロローN一（三－クロロー五一トリプルオロメテルーニービリジル）  

97  79622－59－6        －アルファ・アルファ・アルファートリプルオローニ■六－ジニトローP－ト  

ルイジン（別名フルアジナム）   

－－（［ニー［ニークロロー四－（四－クロロフエノキシ）フェニル］一四－メ  

98  119446－68－3        テルーーー三－ジオキソランーニーイル］メチル）－－H－－・二・四－トリ  

アゾール（別名ジフ工ノコナゾール）   

99  611－19－8  ーークロローニー（クロロメテル）ベンゼン  

100  79－11－8   クロロ酢酸  
101  105－39－5  クロロ酢酸エチル  

ニークロローニ′・六′ －ジエチルーN－（ニープロポキシエチル）アセ  
102  51218－49－6  

トアニリド（別名プレチラクロール）   

ニークロローニ′・六′ －ジエチルーN－（メトキシメチル）アセトアニリド  
103  15972－60－8         （別名アラクロール）   

104  97－00－7   ーークロローニー四－ジニトロベンゼン  

105  75－68－3   －－クロローー・－－ジフルオロエタン（別名HCFC－一四二b）  
106  75－45－6   クロロジフルオロメタン（別名HCFC一二二）  
107  2837－89－0  ニークロローー・－，－・ ニーテトラフルオロエタン（別名HCFC－一二四）  
108  クロロトリフルオロエタン（別名HCFC－一三三）  
109  75－72－9   クロロトリフルオロメタン（別名CFC－一三）  

110  95－49－8   オルトークロロトル工ン  
‖1  106－43－4  パラークロロトル工ン  
112  121－87－9  ニークロロー四一ニトロアニリン  
113  88－73－3   ニークロロニトロベンゼン  

ニークロロー四・六－ビス（エチルアミノ）－－・三・五－トリアジン（別名  
114  122－34－9        シマジン又はCAT）   

（RS）一ニー〔ニー（三－クロロフエニル）一二・三一エポキシプロピル〕  
115  133220－30－1        一ニーエチルインダンーー・三－ジオン（別名 インダノフアン）   

四－（ニークロロフェニル）－NニーシクロヘキシルーN－エチルー四・五－  

116  158237－07－1        ジヒドロー五－オキソーーH－テトラゾールーーーカルポキサミド（別名  
フ工ントラザミド）   

（RS）－－－パラークロロフエニルl一四・四－ジメチル一三－（－H－  

117  107534－96－3        －■二・四一トリアゾールーーーイルメチル）ペンタン一三－オール（別名  

テブコナゾール）   

ニー（四－クロロフ工ニル）一ニー（－H－－■二・四－トリアゾールーー  

118  88671－89－0        －イルメチル）ヘキサンニトリル（別名ミクロブタニル）   
（RS）一四－（四－クロロフエニル）一ニーフ工ニルーニー（－H－－・  

119  114369－43－6        二■四－トリアゾールーーーイルメチル）プチロニトリル（別名 フ工ンブコ  

ナゾール）   

120  95－57－8   オルトークロロフェノール  
121  106－48－9  パラークロロフェノール  
122  598－78－7  ニークロロブロビオン酸  
123  107－05－1  三－クロロブロペン（別名塩化アリル）  

（四RS・五RS）一五－（四－クロロヘキシル）－N－シクロヘキシルー四  

124  78587－05－0        ーメチルーニーオキソーー・三－チアゾリジン一三一カルポキサミド（別  
名 ヘキシテアゾウス）   
－－（二一クロロベンジル）一三－（－－メチルーーーフェニルエチル）ウ  

125  99485－76－4        レア（別名 クミルロン）   
126  108－90－7  クロロベンゼン  
127  76－15－3   クロロペンタフルオロエタン（別名CFC一－一五）  
128  67－66－3   クロロホルム  
129  74－87－3   クロロメタン（別名塩化メチル）  

130  59－50－7   四－クロロー三－メチルフェノール  

131  94－74－6   （四－クロローニーメチルフエノキシ）酢酸（別名MCP又はMCPA）  
132  563－47－3  三－クロローニーメチルーーープロペン  

12   



皐考キ  ナ¢纏拳骨 物離巨 
疇定常㌫種 
確定化学物質   

133  コバルト及びその化合物  

酢酸ニーエトキシエチル（別名エチレングリコールモノエチルエーテルア  
134  111－15－9        セテート）   

135  108－05－4  酢酸ビニル  

酢酸ニーメトキシエチル（別名エチレングリコールモノメチルエーテルア  
136  110－49－6        セテート）   

137  90－02－8   サリテルアルデヒド  
138  420－04－2  シアナミド  

（RS）一ニーシアノーN－［（R）－－－（二・四－ジクロロフェニル）工チ  
139  139920－32－4        ル1一三・三－ジメチルプチラミド（別名ジクロシメット）   

（S）－アルファーシアノー三－フエノキシベンジル＝（－R・三S）一二・ニ  

140  6684卜・25－6        －ジメチル一三－（－・二・ニ・ニーテトラブロモエチル）シクロプロパンカ  

ルポキシラート（別名トラロメトリン）   
（RS）－アルファーシアノー三－フエノキシベンジル＝二・二・三・三－テ  

141  39515－41－8        トラメチルシクロプロパンカルポキシラート（別名 フェンプロパトリン）   

トランスーーー（ニーシアノーニーメトキシイミノアセテル）一三－エチル  
142  57966－95－7        ウレア（別名シモキサニル）   

143  615－05－4  二・四－ジアミノアニソール  
144  101－80－4  四・四′ －ジアミノジフェニルエーテル  
145  無機シアン化合物（錯塩及びシアン酸塩を除く。）  
146  100－37－8  ニー（ジエチルアミノ）エタノール  

○→ニージエチルアミノー六－メチルビリミジンー四－イル＝○－0－ジメ  
147  29232－93－7        テル＝ホスホロチオアート（別名 ビリミホスメチル）   

N・N－ジエチルチオカルバミン酸S一四－クロロベンジル（別名チオベン  
148  28249－77－6        カルブ又はベンチオカーブ）   

N■N－ジエチル一三－（二・四・六－トリメチルフエニルスルホニル）－t  
149  125306－83－4        H－－・二・四－トリアゾールーーーカルポキサミド（別名カフェンストロー  

ル）   

150  56－23－5   四塩化炭素  
151．  123－9ト1  －・四－ジオキサン  
152  646－06－0  －・三－ジオキソラン  

－・三－ジカルバモイルチオーニー（N・N－ジメチルアミノ）－プロパン  
153  15263－53－3        （別 

名 カルタップ）   

シクロヘキサーーーエンe－－・ニージカルポキシイミドメチル＝（－RS）  
154  7696－12－0        －シスートランスーニ・ニージメチル一三－（ニーメチルプロパーーーエ  

ニル）シクロプロパンカルポキシラート（別名 テトラメトリン）   

155  108－91－8  シクロヘキシルアミン  
156  17796－82－6  N－（シクロヘキシルチオ）フタルイミド  
157 - - ジクロロアニリン  
158  107－06－2  －・ ニージクロロエタン  
159  75－35－4   一・－－ジクロロエチレン（別名塩化ビニリデン）  

160  156－59－2  シスーー・ニージクロロエチレン  
161  101－14－4  三・三′ －ジクロロー四t四′ －ジアミノジフェニルメタン  
162  75－71－8   ジクロロジフルオロメタン（別名CFC－－二）  

三・五－ジクロローN－（－・t－ジメチルーニープロビニル）ベンズアミド  
163  23950－58－5        （別 

164  ジクロロテトラフルオロエタン（別名CFC－－一四）  
165  306－83－2  二・ニージクロローー・－・－－トリフルオロエタン（別名HCFC－一二三）  
166  95－73－8   ニ・四－ジクロロトルエン  

167  99－54－7   ．ニージクロロー四一ニトロベンゼン  

168  89－61－2   －・四－ジクロローニーニトロベンゼン  

169  36734－19－7  三－（三・五－ジクロロフ工ニル）－N－イソブロピルーニ・四一ジオキソイミ      ダゾリジンーーーカルポキサミド（別名 イブロジオン）   
170  330－54－1  三－（三・四－ジクロロフ工ニル）－－・－－ジメチル尿素（別名ジウロン  

又はDCMU）   
（RS）一ニー（二■四－ジクロロフエニル）一三－（－H－－・二・四－トリ  

171  11228トー77－3        アゾールーーーイル）プロピル＝－・－・ニ・ニーテトラフルオロエチル＝  

エーテル（別名 テトラコナゾール）   

（二RS・四RS；二RS・四SR）－－－［二一（二・四－ジクtjロブェニル）－  
172  60207－90－1        四－プロピルーー・三－ジオキソランーニーイルメチル】－－H一叫  

四－トリアゾール（別名 プロピコナゾール）   
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番号 物質名   
瀬衰第十種  
指定化学物質   

三－［－－（三・五－ジクロロブエニル）－－－ メチルエチル］一三・四－  

173  153197－14－9        ジヒドロー六－メチルー五－フ工ニルーニH－－・三－オキサジンー四  
－ オン（別名 オキサジクロメホン）   

（RS）一三一（三・五－ジクロロフェニル）一五－メチルー五－ビニルー  
174  50471－44－8        －・三一オキサゾリジンーニ・四－ジオン（別名  ビンクロゾリン）   

三－（三・四－ジクロロフエニル）－－－メトキシーーーメチル尿素（別名  

176  94－75－7   

175  330－55－2        リニュロン）  

ニ・四－ジクロロフエノキシ酢酸（別名二・四－D又は二・四－PA）  
177  1717－00－6  －■－－ジクロローーーフルオロエタン（別名HCFC－一四－b）  
178  75－43－4   ジクロロフルオロメタン（別名目CFC一ニー）  

179  78－87－5   －・ニージクロロブロバン  

180  542－75－6  －・三－ジクロロブロペン（別名D－D）  
181  91－94－1   三・三′ －ジクロロベンジジン  

182  ジクロロベンゼン  

ー［四－（二・四－ジクロロベンゾイル）－－・三－ジメチルー五－ビラ  
183  71561－‖－0        ゾリルオキシ］アセトフ工ノン（別名ピラゾキシフエン）   

184  1194－65－6  二・六－ジクロロベンゾニトリル（別名ジクロペニル又はDBN）  
四－（二・四－ジクロロベンゾイル）－－・三－ジメチルー五－ピラゾリル  

185  58011－68－0        ＝四一トルエンスルホナート（別名 ピラゾレート）   

186  ジクロロペンタフルオロブEjパン（別名HCFC一二二五）  
187  75－09－2   ジクロロメタン（別名塩化メテレン）  

188  3347－22－6  二■三－ジシアノーー・四－ジチアアントラキノン（別名ジチアノン）  
189  101－83－7  N・N－ジシクロヘキシルアミン  
190  4979－32－2  N・N－ジシクロヘキシルーニーベンゾチアゾールスルフエンアミド  
191  77－73－6   ジシクロペンタジエン  

－・三－ジチオランーニーイリデンマロン酸ジイソプロピル（別名イソプロ  
192  50512－35－1        チオラン）   

ジチオりん酸○一エチルーS・S－ジフェニル（別名エディフ工ンホス又は  
193  17109－49－8        EDDP）   

ジチオりん酸OtO－ジエチルーS－（ニーエチルチオエチル）（別名工チ  

194  298－04－4        ルチオメトン又はジスルホトン）   
ジチオりん酸○・0－ジエチルーS－［（六－クロローニ・三－ジヒドローニ  

195  2310－17－0  
－オキソベンゾオキサゾリニル）メチル1（別名ホサロン）   

ジチオりん酸○一二・四－ジクロロフ工ニルー0－エチルーS－プロピル  
196  34643－46－4        （別名プロチオホス）   

ジチオりん酸S一（二・三－ジヒドロー五－メトキシーニーオキソーー・  

197  950－37－8        三・四－チアジアゾールー三－イル）メチルー0・0－ジメチル（別名メチ  

ダチオン又はDMTP）   

ジチオりん酸0・○－ジメチルーS－－・ニービス（エトキシカルポニル）工  
198  121－75－5  

チル（別名マラソン又はマラチオン）   
ジチオりん酸○・○－ジメチルーS－［（N－メチルカルバモイル）メチル］  

199  60－51－5  
（別 
ジナトリウム＝二・二’－ビニレンビス［五－（四－モルホリノー六－アニ  

200  16090－02－1        リノーー・三・五－トリアジンーニーイルアミノ）ベンゼンスルホナート］（別  
名CIフルオレスセントニ百六＋）   

201  2532ト14－6  ジニトロトルエン  
202  5ト28－5   二・四－ジニトロフェノール  

203  1321－74－0  ジビニルベンゼン  
204  122－39－4  ジフエニルアミン  
205  101－84－8  ジフ工ニルエーテル  
206  102－06－7  －・三－ジフ工ニルグアニジン  

N－ジブチルアミノチオーN－メチルカルバミン酸二・三－ジヒドローニ・  
207  55285－14－8        ニージメチルーセーベンゾ「blフラニル（別名カルポスルフアン）   

208  124－48－1   ジプロモクロロメタン  
209  10222－01－2  二■ニージプロモーニーシアノアセトアミド  
210 - - ジプロモテトラフルオロエタン（別名ハロンーニ四○二）  

（RS）－○・S－ジメチル＝アセテルホスホルアミドチオアート（別名 アセ  
211  30560－■19－1         フェート）   

212  127－19－5  N・N－ジメチルアセトアミド  
213  95－68－1   二・四－ジメチルアニリン  

214  87－62－7   二・六－ジメチルアニリン  

215  121－69－7  N・N－ジメチルアニリン  
216  31895－21－3  五－ジメチルアミノーー・二・三－トリチアン（別名 チオシクラム）  
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217  124－40－3  ジメチルアミン  
218  624－92－0  ジメチルジスルフィド  
219  ジメチルジチオカルバミン酸の水溶性塩  

・ニージメチルーニ・三－ジヒドローーーベンゾフランーモーイル＝N  

220  82560－54－1   

モイル〕－N－メチルカルバマート（別名ベンフラカルブ）   

221  62850－32－2   
N・N－ジメチルチオカルバミン酸S一四－フエノキシプチル（別名フ工ノチ  
オカルブ）   

222  112－18－5  N・N－ジメチルドデシルアミン  
223  1643－20－5  N・N－ジメチルドデシルアミン＝N－オキシド  

224  52－68－6   
ジメチル＝二・ニ・ニートリクロローーーヒドロキシエチルホスホナート  

（別名トリクロルホン又はDEP）   
225  57－14－7   ー・－－ ジメチルヒドラジン  

ー・－ ′－ジメチルー四・四′－ビビリジニウム＝ジクロリド（別名パラ  
226  1910－42－5        コートまたはパラコートジクロリド）   

227  91－97－4   三・三’－ジメチルビフェニルー四・四▼－ジイル＝ジイソシアネート  

ジメチル＝四・四′ －（オルトーフエニレン）ビス（三－チオアロファナー  
228  23564－05－8         ト）（別 

名 チオファネートメチル）   

N－（－・三－ジメチルプチル）－N’－フェニルーバラーフェニレンジアミ  
229  793－24－8   ン  

230  119－93－7  三・三′－ジメチルベンジジン（別名オルトートリジン）  
231  68－12－2   N・N－ジメチルホルムアミド  

ニー［（ジメトキシホスフィノチオイル）チオ］一ニーフエニル酢酸エチル  
232  2597－03－7        （別名フェントエート又はPAP）   

233  7726－95－6  臭素  
234  素酸の水溶性塩  

三・五－ジョードー四－オクタノイルオキシベンゾニトリル（別名アイオキ  
235  386ト47－0        シニル）   

236  水銀及びその化合物  
237  61788－32－7  水素化テルフェニル  

238  有機スズ化合物  
239  100－42－5  スチレン  

240  4016－24－4  ニースルホヘキサデカン酸－－－ メチルエステルナトリウム塩  
241  セレン及びその化合物  
242  ダイオキシン類   

ーチオキソ一三・五－ジメチルテトラヒドローニH－－・三一五－チアジ  
○   

243  533－74－4  
アジン（別名ダゾメット）   

244  62－56－6   チオ尿素  
245  108－98－5  チオフエノール  

246  77458－01－6   
チオりん酸0－－－（四－クロロフェニル）－四－ピラゾリルー○－エチ  

ルーS－プロピル（別名ピラクロホス）   

247  333－41－5   
チオりん酸○・0－ジエチルー○－（ニーイソプロピルー六－メチルー四  
－ビリミジニル）（別名ダイアジノン）   

チオりん酸○・○－ジエチルー0－（三・五t六－トリクロローニービリジ  
248  2921－88－2        ル）（別名クロルピリホス）   

チオりん酸○・○－ジエチルー0－（五－フェニルー三－イソオキサゾリ  
249  18854－01－8        ル）（別 

名イソキサチオン）   

250  122－14－5   
チオりん酸○・0－ジメチルー○－（三－メチルー四－ニトロフェニル）（別  

名フエニトロチオン又はMEP）   

チオりん酸○■0－ジメチルー○－（三－メチルー四－メチルチオフエニ  
251  55－38－9  

ル）（別名フェンチオン又はMPP）   
チオりん酸0一四－ブロモーニークロロフェニルー○－エチルーS－プロ  

252  41198－08－7        ピル（別名プロフ工ノホス）   

チオりん酸S－ベンジルー○・0－ジイソプロピル（別名イブロベンホス又  
253  26087－47－8        ま1日P）   

254  112－30－1   －－デカノール（別名 ノルマルーデシルアルコール）  
255  1163－19－5  デカブロモジフエニルエーテル  
256  334－48－5  デカン酸  

257  100－97－0   
－・三・五・セーテトラアザトリシクロ［三‥三－．一三七］デカン（別名ヘキ  
サメテレンテトラミン）   

258  97－77－8   テトラエチルチウラムジスルフィド（別名ジスルフィラム）  

259  1897－45－6  テトラクロロイソフタロニトリル（別名クロロタロニル又はTPN）  
260  127－18－4  テトラクロロエチレン  
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